
A中学２年生との修復的対話サークル（9/13）　実施後のアンケート調査結果　

問２　良くなかった点があったと思った人は、その良くなかった点について教えて下さい。

自分が話すとき緊張してしまったから
良かった点：一人一人の意見をよく聞けたこと。良くなかった点：他の人につられて笑ってしまったこと。
会話が続かなかった

楽しく話すことができていたが、大学の人ばかりが長く話していて、僕たちはあまり自分から話そうとしてい
なかったから。
石を持っている人しか話してはいけないルールだったのに、小さい声で話している人がいて緊張した。
会話をまったくしない人もいた
話すことがだんだんなくなっていったこと
まだ宗教なんじゃないかと疑っている
まあ良くも悪くも人の本質がみれたから
楽しくできたが緊張して言えなかった



問４　あなたが発見したことや気付いたことについて、どのような内容か、差し支えなければ教えて下さい。
なかった人は、なかったとお答えください。

みんなそれぞれ考え方が違うこと
相手の意見を尊重し、話をちゃんと聞いて否定しないこと。
人それぞれ考えをもっているから、否定とかはしてはいけないと思った。
人が話しているときは静かに聞く
人によって違う考えも、しっかりきくことができた
人が話していることを尊重する
一斉に話すのではなく１人１人が話していたため内容がわかりやすく思いが伝わってきたのがよかった。
同じイラストでも読み取り方が人によって違かったので色々な観点から見ることができました。

同じ動物を選んだときがありましたが、テーマも同じなのにかかわらず、はなしている内容が違っていたこと
が多く驚きました。
他人の意見を尊重することによって、新たな視点から意見を考えられると気付いた
自分の意見をちゃんと言う
話さないという選択肢もあると気付いた
同じカードでも選んだ理由などが違ったところ
一人ずつ話をしていくと話している内容がわかりやすい。
相手に伝わるように言語化することが大切なのがわかった
普段話すときは考えすぎたりするけど、話題が用意されていたら意外と話せた
一人一人の意見を聞いたあと拍手がなかったこと。
会話のルール
必ず話す機会があると何を言いたいのか考えること
最後まで話を聞き、自分のことも話す大切さ
いろんなことを考えられた
意外とみんな意見が一致することが多かった
人の意見を真剣に聞く大切さ
他人の意見に流されずに自分の本当に思ってることが言える
絵でも表現できるとわかった。
人が言ってることをみんなが何も口出ししなければ会話がスムーズに進むと思った
みんなの夏休みの過ごし方

この会話の方法が、喋りたければ話せて、喋りたくなければ話さなくてもいいという、その人の考えを尊重し
た会話ができていたこと
黙って話を聞くことも時には大切。
今の自分の気持を表すときに同じ気持ちの人がいた

いつもはみんなが思ったことを自由に口にできるため、周りの人の意見に流されないその人だけの意見は
なかなか聞けないけれど、修復的対話ではそれが聞けるということ
自分が思っていることをはなすというのは大切なんだなと思いました
自分が聞き手のときに相手を急かしたり適当な相槌はうたない
同じものを見ていてもそれに対して考えてることは全然違うということです
誰も意見について否定しない空気感が居心地良いことに気づいた
自分の発言を傷つけられないので心置きなく話すことができる



自分から何か喋れなくても、ちゃんと喋る空間があると喋りやすい
話したいことがあるときは、落ち着いて話し、相手の話も落ち着いて聞くこと
人によって同じグループでも意見は全然違うということ
自分の考えを伝えることが意外と難しいということに気づきました。

自分の順番が必ず回ってくること、一人で話す時間（石を持っている時間）がしっかりあることでみんな落
ち着いて話せていたと思う。
話す時間があった

人によって意見や考え方が違って今回の修復的対話の実践ではお互いのことを尊重しあえるのでとても
良い会話の方法だと思いました。

今回のようなグループを作って、夏休みの出来事やカードを使って自分の心情などを話し合う時間など滅
多にないので、友達がどのような夏休みを過ごしたのか知れました。
ピースを持っているときは反応がないため自由に自分のペースで話しやすくなることに気づいた。
話すときは1人しか話せないから自分の意見をいえること
人によって考えはぜんぜん違うということを再認識させられた
日頃から使用している会話がこう制限されるだけで難しくなることに気づいた
普段使用している会話がこう制限されるだけで物凄く難しくなることがわかった
色々な考えがあった
人の意見を聞く楽しさがあるということに気づいた
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